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｣メコン河下流流域の

鉱産資源⑤曳

_㍍㍍,幾

沢田秀穂

今世紀に入ってからはメコン河下流々域にはとるに

たる程の銅の生産はどこにもみられない.しかし域

内四か国の何れにも将来開発の対象となるみこみのあ

る銅の鉱光地がしられているがいずれもさらに調査を

してからの話である.北東タイのLoei鉱床鮮の調査

はかたり進捗していて一応確定･推定鉱量鍋公約18万

トン予想鉱量銅公約48万トンという数字がでている･

この他ラオスのMuongHaiとベトナムのDucBoと

の旧坑は将来再開発のみこみがある.いずれの場合

にもまず広域にわたる組織的地質図作成と地化学探

査とから始める要がある.

共産圏を除いたインド以東のアジア地域についてみる

と次表にみられる様に全世界の銅生産の約2%を占

めるにすぎずその内フィリピンが群をぬいて重要た産

銅国である.新しい鉱山で計画･準備中のものは東

マレｰシア(サバｰ)･ソロモン講.島のブｰゲンビノレ島

及びパプアにある.現在のところインド以東の南東

アジア大陸部には銅の生産はみられたいカミタイ国Loei

の2鉱床は調査完了の暁には稼行可能たものとたるか

もしれたい(タイ国の項参照).

表1インド以東アジア非共産圏諸国の銅･銅鉱の生産及び輸出入

(1968年度単位トン1)は1966年度)
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1.カンボジア

鋼の兆候地は二か所にあり一つは北部のPreahW

hear県ROvieng郡他の一つは北東のRattanaしiri県

Ton1eSan谷である.輝銅鉱黄銅鉱および孔雀石が

報菅られているが精査はほとんどたされていない模様

である.銅鉱物の報告されている産地はROvieng付近

のPhnom-Ker及びTon1eSan谷のBanChai地区で

後者には鉛も伴うという.正確た鉱兆の地点は不明の

場合もあり当国の銅鉱については今後の調査にまつ

所が多い.

2.ラオス

ラオスには銅鉱の既知のものが多いがその大部分は

単たる鉱兆にすぎず銅の鉱化作用カミ認められたという

程度のものである.

若干の資料のあるものとしては次の如きものがある:

a)Champassak県BanSoukhouma(Banは村部落の

意)

b)ルアンプラバン県BanNaMo-MuongHai

c)XiengKhouang県PhuSan地区

d)ビエンチャン県BanNa皿Thong

e)Saravane県HoueiVi(Se良｡ng)地区

f)ルアンプラバン県NamLeun

9)Sayaboury県Thadeua

a)b)c)の三地区については若干の精査が行な

われている(参考文献6･11･19参照)､

a)Cha㎜脾胴ak銅未詳鉱床

Cha血passakの諾銅鉱床については海外技術協力事

業団の手により1966年に予察調査これにつづいて1967

年に若干の調査が行たわれた.その結果phouKao･

HoueiPhai及びNongKhoumThongの三地区につき

銅鉱床が明らかにされた(地図1～2参照).

酬㎝Kao鉱床はChampassakに近くほとんど水平

たジュラ紀の砂岩層中に孔雀石及び珪孔雀石とたって

散在する.この鉱層の露頭はPhouKaoの傾斜面にあ�
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第2図南西ラオス鍋産地位贋図

第1図メコン河下流流域銅産地

地名:山
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5Nan14NakhonRatchasi㎜a(Khorat)

6La㎜pang15Lopburi23Attopeu

7Ph正ae16Chochoengsao24DaNang

8Utt航aditユ7Chantab岨i25BanSoukhou血a

�慫���卡��条�

銅産地:一

aMuongHa三iPhuHinLekFa旦qPhuKao

bBanNaMojPhuThongDaeng正Rovieng

cC止ie皿g㎞ongk跳口KhaDoensHoueiVi

摔����整捨慢�瑄��

eBanNamThongm〃uPhouSan鉱北群

fSanLopbur五vBanSou趾｡u血a鉱北群

9FakThaOChanTlユk鉱北群wBanChai

hWa㎎ChaoPPhano皿Sarakha知

り海抜約1,400血の高位置にある.銅鉱物の濃集度

は一般に低くかつ変化カミ多く前記調査団の考えでは開

発の見込みたしとされている.

厘㎝e丘恥a脳及びN㎝g蛆㎝搬下血㎝g両鉱兆は低位

置にあるCha蛆pass出平野にありCha皿passakからカ

ンボジアｰラオス国境に至る国道14号線に隣る.Cha-

mpassakの南々酉32k皿にあるBanSoukhoumaの町の

南それぞれ約4長㎜および22Lmに位置する.両鉱兆

が一つの連続した層状鉱床の一部ではないかとの考えも

1967年に実施の地化学探査･溝ほり･試錐たどによって否

定されこれら銅鉱床は明らかにレンズ状のものである

ことが判明した.しかしこの調査ではたお最終的結論

には至らずさらに調査する様にとの勧告カ物されてい

る.孔雀石や珪孔篭石だとの銅鉱物は所により安山

岩を伴うジュラ紀の頁岩･砂岩累層の緩斜するものの中

にみられる.肉眼で孔雀石のみられる標本では銅の

品位は1～2%ところにより5たいし6%のものもある.

探査の結果鉱床は露出転石などの状態から南北15

た皿東西5km一の範囲におよぶ可能性があるが各鉱体の･

知られたものは長さ数mのレンズにすぎず平均品位も

最高4%Cu程度であった.地化学探査の示すところで

は異常はあまり広範囲にはおよばず既知鉱体周辺の

範囲に限られた.

蘂㎝｡i酬a量では銅の鉱化作用は鉱石を含まぬ赤色層を

おおう緑色の砂岩･粘土中にある.緑色合鋼層は数Cm一

から約15mまでに変化する厚さの紅土層の直下にあり

この紅土層はさらに普通1皿以下の厚さの表層におおわ

れる.調査は地表地化学探査･穴ほり･溝ほりによっ

て行なわれその結果鉱化地区は連続してではたいが

500m･平方の地域であることが判明した.この緑色層

中の銅鉱物は孔雀石で珪孔雀石が痕跡程度あるかもし

れない.銅の鉱化はやや銅分の高いレンズの形をなし

その周囲に銅分が零から少々みられる程度の地帯がとり

まく.一例をあげると長さ7蛆幅2～3皿厚さ50�
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｡m一銅分2.8-3.7%の高品位のレンズがありその周

囲には石英･緑泥岩･孔雀石をふくむ緑色粘土の銅分0.2

-1.6%のものがとりまいていたという.HoueiPhai

で実施の一試錐では深度4,2m･で厚さ40c皿の黒色炭質

泥層に当りこの層には銅の硫化物である黄銅鉱と斑銅

鉱とが含まれていた.

b)Muo皿g亙ai銅未詳鉱床

MuongHaiはラオス北部の一地方都市で王都ノレ

アンブラバンの北々西135たmラオス･シナ国境からわ

ずか10kmの位置にある.鉱兆は二つあり一つは

PhuThongのものもう一つはBanNaMoのもので

ある.

N㎝g酬㎝㎜Th㎝gでは以前採掘した地点は現在地と

たっていてその周囲に含銅砂岩･含銅安山岩の転石が

みられている.安山岩はまた欠きたジノレコンの結晶を

含みこれが往昔稼行の対象とたったものと思われる.

地表地化学探査･穴ほり･試錐3本が実施されその

結果はHoueiPhaiの場合と同様表層として表土およ

び沖積層がありその下に紅土層がみられる.紅土の

下には灰色および赤色の砂岩がありその間に挾在する

安山岩がある.二次成の銅鉱物(主として孔雀石)が

何帯か試錐で当っている.この安山岩は広範囲にわた

って緑泥岩化し石基中には孔雀石がみられる.孔雀

石中には長石を交代しているものもある.珪孔雀石が

痕跡程度みられ確実ではたいカ螺銅鉱(CuO)ではた

いかと思われるものがある.安山岩の緑泥岩化してい

る所から熱水作用があったものと思われまた当地およ

びその他周辺の鉱光地の銅が後生源のものである可能

性を示している.現在のところこの安山岩の水平

的あるいは垂直的た範囲についてもその砂岩類に対す

る正確な関係についても未詳である.

蕊㎝ei趾aiN㎝g醐｡双㎜Th㎝g両地区については

銅の鉱化作用の分布範囲や性質について疑問の点が多く

ありさらに調査の要がある.BanSoukbou㎜aの南

全域について間隔せまく格子状の位置に紅土の上限

までオｰガｰドリノレをおろして地化学探査を行なうこと

は実行可能であり費用も少たくて高品位の新しい地

域を探ることができよう.調査の結果銅の硫化物の

存在も明らかにされたがその分布範囲も由来も未詳で

ある.地表の露頭はほとんど在いため広域の地質は

ごく概略のところしかわかっていたい.河床をさらに

調査すればもっと岩石の露出がみつかるかもしれない.

沢田のラオスやタイでのわずかの経験によっても試錐

その他あまり地質技師自身が体を動かさずにすむ調査は

行なわれていても小さ故地裂や小沢に案外露出カミある

のにこれを調べることをせずそのすぐわきの山背で

金と時間とをかけて表土を抜くか抜かぬか程度の試錐を

行なっている愚を見たいでもない.

i)PhOu珊0ng

本鉱兆は同名の山の北麓にありMuongHai(北緯21

度3分東経101度50分)の南東3km一にあると思われる.

本鉱兆では微閃緑岩一斑岩の送入体に多数の角礫状の

破砕帯がありこの破砕帯は輝銅鉱(塊状のことあり)

で強く鉱化されている.所々に自然銅があり多数の

石英脈中には黄銅鉱がみられ二次成の孔雀石や藍銅鉱

を伴う.この熱水鉱床は今世紀シナ人によって時々稼

行されMuongHaiの南東約3たm一のBoHoという

鉱山で1922年に若干稼行されたという記録がある.

この鉱山では微閃緑岩の断層角礫の中の輝銅鉱の主脈

(厚さ50-60cm一)を長さ60m幅2m一にわたって追跡

している.本鉱床は地表においてもほりつくされたも

のでたいことは銅分3-7%をふくむ負礫が諸所に露

出していると報ぜられている点からも考えられる.本

鉱床の精査はラオス北部の治安回復次第ラオス鉱山局

が実施の計画とたっている.

i員)臨nNa皿｡

計画中の国道4号線上MuρngHaiの南西10k皿にBan婁

NaMoの村があり北緯20度58分東経101度40分に位

置する.この村の付近で正確な位置は未詳であるが

多分BanNaMoの北約6kmMuongHaiの西南西

6Lmにあると思われるところに砂岩･礫岩中の諸断肩帯

にそい角礫がみられる.この角礫が輝銅鉱･銅藍･孔

雀石および藍銅鉱を含んでいてかつて稼行された跡が

ある･この鉱床もMuongHai銅地帯において将来実

施すべき調査の範囲に含まれる.

6)Pho吸Sa皿銅鉱兆群

PhouSanはXiengKhouangの直化37kmに海抜

2,213㎜の頂上がある山脈の名でその周辺の山麓丘陵

地にはMuongPeた･MuongKham両郡にわたって銅

鉱床･鉱兆の知られたものが五つある.これについて

はCheym-o1カミ文献6に報じておりここにはその摘要

を次に記す.

i)眺011瑠0鉱北

本鉱兆は北緯!9度57分東経103度20分にある.�
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MubngKha㎜郡のBanHOueiPhe村の南1良mにPhou

Boの一部をなす山稜がある.この山稜の北斜面には

結晶質石灰岩と玉髄質の岩石の転石とがありこの転石

には孔雀石が含まれている.南の斜面には二か所小さ

たくぼみがありこれはむかし稼行した跡である.ま

たこの南斜面には緑簾石一柘榴石スカノレン岩の大きな

転石があり孔雀石･藍銅鉱･黄銅鉱･銅藍･斑銅鉱お

よび黄鉄鉱が含まれているほか方鉛鉱をふくむ石灰岩

が一か所露出している.また変質した花崩岩の露頭も

ある.

ii)脇ふ溜0脳0皿9鉱北

本鉱兆は北緯19度32分東経103度12分にありMuong

Peし郡に属す.同名の村の北300mにあり露出した

山腹にはかつて地下採掘や露天掘を行たった跡がある.

この位置にはたくさん廃石がのこっていてそれから孔

種石(および珪孔雀石?)をふくむ閃緑岩質送人岩やス

カノレンかと思われる緑簾石にとむ岩石の標本がえられた､

母岩は砂岩･石灰岩を挾在する頁岩である.銅鉱兆か

ら100皿離れたところには磁硫鉄鉱がみられる.

量i亘)腕nTa㎜鉱北

本鉱兆はMuongP&郡にあり北緯19度47分東経103

度9分に位置する.同名の村の南々東1良mにあって

3001n2の地域にわたり古く稼行した跡がある.廃石中

には黄鉄鉱･黄銅鉱をふくむ石英団塊･小派を伴う暗緑

色頁岩がある.この頁岩には孔雀石がみられる.

三V)腕皿Na腋u阻(Tha㎜砒量am)鉱北

本鉱兆はMuongKha㎜郡にあり北緯19度46分東

経103度30分に位置する.石灰岩中に頁岩質破砕帯一

つありこれに孔雀石と藍銅鉱が含まれている.廃坑

が一つみられる.

マ)臨皿趾a肋ng鉱北

本鉱兆もMuongKha㎜郡にあり北緯19度51分東

経103度18分に位置する.同名の村の南西2kmの山腹

に花商岩と細粒チャｰト質岩石との露頭がいくつかあ

りまた銅の炭酸塩と磁鉄鉱少々とを含む含緑簾石･柘

榴石スカノレンの転石がみられる.

上記五か所の銅鉱兆をまとめてPhuSan鉱北群とす

るが何れも地表でみられる限りではきわめて小さ枝も

のである.しかしこれが一群をなしでいることはPhu

San地区の地質について積しいことは何ら判っていない

(たとえば迷入岩の広さだと)こととともにさらに調

査をたすべきことを示し何よりもまず地質図幅調査と

地化学探査とを実施する要がある.

d)腕nNamTho亙g(ビエンチャン県)

本鉱兆は北緯19度東経103度15分に位置しラオス

北中央部のNamThong谷の中XiengKhouangの南

々西約40止m一にある.NamThong川(Na工nは川を意味

する)はNamNhiep川の一支流でラオスの最高峯phu

Bia(2,817m)の北東側を流れる.BanNa皿Thong

においては銅鉱物はHercynian時の花陶岩類の送入し

た石炭紀石灰岩類中の接触変質部にみられる.おもな

銅鉱物は黄銅鉱で含柘榴石スカノレン岩類中に黄鉄鉱や

磁硫鉄鉱を伴う.その他毒砂･方鉛鉱･閃亜鉛鉱お

よび輝水鉛鉱も少々みられ閃亜鉛鉱は輝石にとむメタ

石灰岩に伴う場合が多い.銅の産状は熱水型の鉱床で

古くから採掘に適さぬ様にいわれてきたカミ興味ある鉱

兆であるからさらに精査を行たうべく特に地化学探

査を実施すべきである.

資料21に報ぜられるパヤ銅鉱床はここにのべたBan

Na皿Thongのものと同一かごくこれに近いものと思

われるので次に少しくその記載する所から引用する:

鉱床は前記phuBia(山)の東方約10良mにありpaya

部落付近に散在するものを主とし海抜1,000-1,300皿

に位置する.1942年1-2月の調査の折には当時の

仏印地質調査所がこの地域で地質調査･探鉱坑道探査

を実施していた.Paya付近の局部的の地質構造は

ほぼ東西の走向南落しの傾斜をもつMヰ｡･opegmatite

またはMicrograniteとデボン紀あるいはオルドビス紀

と考えられる石灰岩の互層からなりこの両者の接触部

に柘榴石岩を生じ鉱床を胚胎する.鉱床はその産出

状態から次の旧型に分かっことができる:

1)柘榴石岩中に粗く散点するごく少量の一次性黄銅鉱が二

次的富化の結果孔雀石あるいは時に藍銅鉱に変化したもの

㈩

㌩

�

柘榴石岩中に走向方向にやや細い小鉱塊をなして存在し

磁硫鉄鉱を主とし黄鉄鉱および黄銅鉱をごく少量含むも

の.脈石としては相当多量の石英･柘榴石などを含む.

柘榴石岩に接する上無側の石灰岩中に細い条状に孔雀石と

きに斑銅鉱･輝銅鉱を認めるもの.

蛇紋岩あるいは輝岩様の塩基性岩申に孔雀石およびマンガ

ン鉱物のごときものを散点するもの.

1)の型は時に銅品位のはなはだ高いものがあり昔シナ人

およびラオス人が採掘した跡がある.二次的富化帯はす'

でに採掘されつくし一次鉱化帯の鉱化状沈は微弱･小規

模で鉱床としては価値がなくたっている.�



一44一

μ汽デ㌫

c`､亀･1一…･㌔･き沸汰

＼£1一撃＼

“一二･｡虹

?中三く･ap/

＼,

1へ層

1≡三ぺ､

C二積ξ三＼,こべ

■二二…灼'･巾①榊

LOEI町二､㌦＼②

層緑汽狐､｡激

＼､＼＼､}中､＼

･“べ､ぐ溝

へ蕊71肚/｡

蔑第a･

第3図タイ国北東部Loei県銅産地地質図(文漱9よリ作成)

F-J:三畳紀一ジュラ紀一コラｰト統

P:石炭紀後期一二畳紀:ラブリ石灰岩

C-P:石炭紀一二畳紀:rカンチャナブリ｣統

D-C:デボン紀一石炭紀

銅産地

���楮�歆��牴��桵周潮�慥湧

2)PhuHinLek亙ai4)PhuPoon-PhuPaPhai

2)に属するものは唯一個所にみられ鉱石は磁硫鉄鉱が大

部分で銅の品位は低く現地の交通不便な点から経済

的に稼行の可能性なしとされた.

3)は産出量きわめてまれで単に標本的な存在にすぎない.

4)は銅鉱･マンガン鉱とも粒状に粗に散在し稼行にたえ

る程まとまって大量に産するところはない.

結論として鉱量･選鉱実収率とも少なく交通がは

たはだ不便な山中にあることから稼行対象として全く

問題にならないとしている.またこの地方の地質の一

般鉱化状況はあまり好ましい様には推定されず将来大

鉱床の発見もみこみがうすいという1

e)蕊011e五平i

Houei(川の意)Viは南ラオスを流れるSekong河

の左岸の一支流でその合流点はSara∀aneの南西60km

AttoPeuの北52良mにある(1970年9月末現在この両都

市は左派の手中にあると伝えられる).鋼の鉱兆は

1958年フランスの鉱物探査団が調査した(文献4).鉱

化帯は赤色累層中に挾まれる緑色頁岩質砂岩中に長さ

数㎞にわたってみられる.銅鉱物は孔雀石･珪孔雀

石および斑銅鉱でごく散漫た浅熱水源に由来する二次

當化帯に属す.観察しうる鉱化帯は微弱かつ不規則で

経済的価値なしとの結論になっている.

f)Nam眺unOレアンブラバン県)及び丁触伽11a(サヤ

ブリ県)の鉱兆

両鉱兆は近接しかついずれも安山岩およびその他の

塩基性火山岩類と関係がある.

NamL㎝n鉱兆はメコン河の右岸ルアンプラバンの

北酉3k㎜一10長mの間にあり安山岩中に散在する銅の

硫化物より肢る.下血a伽醐鉱兆はメコン河の右岸

Thadeuaの北5kmにあり河床の安山岩･斑欄岩の礫

申に孔雀石や藍銅鉱がごく粗く散在するものである.

このThadeua地域では上記のようだ塩基性火成岩が広

調査地内の運搬路

北東タイLoei県調査地での地化学探査右はタイ鉱産資源局長Vija氏

左は同局鉱床部長Sangob氏�
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い地域を占めているが転石でない銅の鉱化そのものは

まだみつかっていない.両地域とも将来ラオスの広

域地質図の作成･鉱物探査を実施の際にはこれについ

てさらに調査の要カミある.

その他の未確認情報

腕k跳巫g(ルアンプラバン県)

ルアンプラバンの西メコン河上流のPaたBeng地区

がかつて銅カミ稼行されたことカミあると報晋られているが

(文献16)詳細は不明である.

N幽yNge皿8(好血｡皿gS釦y県)

かたり高品位と思われる銅鉱がラオス最北のPhong

Sa1y県Nam-Ngay川両岸にあると報晋られているが

(文献16)詳細は不明である.

3.タイ

タイには銅鉱の産出が多数しられそのうち20前後の

ものが見込みありといえよう.

鉱床群･鉱北群のおもなものは次の諸地区に分かっ

ことができる:

北東タイ:a)Loei県

b)ナコンラチヤシマ県(ChanTuk未詳鉱床鮮)

C)ペチャブン県

北タイ:d)Uttaradit-Phrae-Nanの諸県

e)Tak県

f)ラムパン県

9)チェンマイ県

h)チェンライ県

中部タイ1i)LoPburi県

南東タイ:j)チャｰチャンサオ県

k)チャンダブリ県

上記は多く小規模のものであって現在までの所そ

の採掘が経済的に引合うとみられるものはない.タイ

の西部･南部とも銅について特にのべるほどの報ぜら

れたものはない.しかし以上のほか文献23によれば

中部タイのナコンサワン県ラペｰン鉱床はかつて探鉱さ

れたことカミあり南タイのマレｰシア国境に近いシャラ

YaIa県Bamangsata郡の鉱床は石灰岩と花商岩との接

触帯にある.そのほか情報の伝えられるものは北部

タイのPhitsam1ok県中部タイのUthaiThani県に

ある.1960年までに知られていた銅鉱床については

タイ鉱産資源局とフランス技術協力団とのタイ･仏合同

調壷隊が1960-64年の間に調査を実施した.

1963年には国連メコン委員会援助の下に国連開発計画

の経費を得てLoei県で鉱物調査が行なわれた結果二

つの重要な鉱床がみつかった.これら鉱床は現在のと

ころタイ最大でまた最もよく調査されたものであって

開発のみこみは確実とされている･

1)北東タイの銅鉱床

a)L㏄£県の銅鉱床群(第1,3図参照)

当域に経済的にみこみのある銅鉱床が多数存すること

は近年行なわれたくわしい探査の結果明らかと放った･

以前行なわれた空中物理探査に引き続き地表探査が開

始されたのは1963年でメコン委員会一国連開発計画に

よる北東タイの鉱物および鉱物処理産業の調査の一環と

してである.国連開発計画(UNDP)の援助をうけた

調査は1966年まで続き実際の調査はタイ鉱産資源局と

米国地質調査所とが担当した.後者が調査下請者とい

う訳である.この聞に調査されたのは次のようだ銅鉱

床でおもたもの二つ小規模のもの二つであった:

試錐班のキャ;ノブ(Loei県)

稼動中の試錐機(Loei県)�
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PhuHan一･PhuSang

上記調査の結論に従いタイ鉱産資源局はPhuTh0-

ngDaeng及びPhuHinLeしFaiにつきさらに調査をつ

づけその結果1968年に至りタイ政府はLOei地区を

他の鉱物に加えて銅の探査開発のため一般に開放する

こととした.上記の二主要銅鉱床の鉱区の認可は最近

国家開発省により銅産業開発委員会を通じて行なわれた.

以下Loei銅鉱床離についてのべるところは文献9

･14･15による.

および孔雀石からなる.脈石としては黄鉄鉱･石英お

よび諾炭酸鉱物がある.

酸化帯の厚さはきわめて変化にとみ地下水面と断層

帯とによって決るカミ垂直断面で判っているものは23皿

から97mと変化する.酸化による鉱石特に孔雀石と

自然銅とは焼けと転石とにみられ焼けからの試料の分

析32例では銅分0,1ないし2.O%であった.

結論的にいうと散点する鉱石は低品位であるが分

布範囲は広く一方含銅石英脈の方は銅分は高いが大き

さは限られている.既調査地区の東および北には未調

査の有望地区がいくつかある.

酬皿砒0ng脱e㎜g銅鉱床

本鉱床はL･･i川の東岸にそう一山嶺上B･nHu･iTh･ヒ

の村の対岸にある.同村はLOeLWangSaphung公道

の東3良mにありLoeiの南gしm-BanKhonKaenの

村で同公道に出会う道によって達することができる.

PhuThOngDaen9の銅鉱床は古くから村人に知ら

れ採掘ならびに現地での精錬が行たわれたことがあり

現在もなおその跡をみることができる.

1963年から1966年にわたり前記の如く国連の援助を

えてPhuThongDaengにおいて面積1.68しm2の地

域につき地表肉眼調査･地化学探査･物理探査が行な

われた.つづいて1966年一67年にはタイ鉱産資源局

の卑金属鉱調査計画により調査が実施され調査面積は

合計3.5良m2ほどに及んだ.試錐は18井深度は61m一

から149m合計延長1三520n1オｰガｰ試錐は12坑深

度4mないし31m一合計延長311mであった.

PhuThOngDaen9鉱床は低品位の一鉱体で急斜す

る水成岩･凝灰岩･火山岩中に胚胎する.一般の走向

は南北である.水成岩は従来KanchanaburiGroupと

よばれていたもので頁岩･砂岩･石灰岩およびチャｰ

ト層からなりシノレノレ紀からDinantian(石炭紀古期)に

わたるものと思われている.PhuThongDaengの諾

丘陵は大部分帯赤褐色の土でおおわれるが焼けや鉄

分の多い石の露頭や転石が多数みられる.

銅の鉱化作用は熱水型のもので鉱石は散在するか石

英脈中に存する.母岩は三畳紀の閃緑斑岩と安山岩質

斑岩(andesite“orphy工y)でいずれも噴出･送入の両

型を示す.熱水作用の結果鉱化した諸君はいずれも

カオリン化･珪化が広範囲にわたってみられる.

銅鉱は酸化物および硫化物よりたり初成鉱石は手と

して黄銅鉱で斑銅鉱･銅藍若干を含む.輝銅鉱は天

水成の二次的鉱石として存し酸化帯は自然銅･赤銅鉱

鉱量としては試錐の下ろされたものの数は少な

く従って完全には鉱量を決定しがたい.今までのとこ

ろ試錐の最大深度は149皿である.試錐の結果を用

いて鉱量計算を試みると(文献9･14･15)一つの地区

におろした試錐の最大深度までの酸化鉱･硫化鉱を合わ

せ確定･推定鉱量銅分0.7%の鉱石1,715万トン

その銅分12万トンとなっている.PhuBohHIeL地区

の予想鉱量は銅分O.7%の鉱石で1,248万トン銅分

にして87,360トンとされる.

酬皿馳皿Le汰胸i銅鉱床

PhuHinLeをFai鉱化帯はLoeiの東15長m･にあり

1960年メコン委員会のため実施された空中物理探査の間

に磁気異常として発見されたものである(文献!).引

き続いて前記メコン委員会一国連開発計画の調査(1963

年一66年)の一部として地化学探査の実施を見その結

果この地区一帯にわたって合銅土壌のあることカミわか

った.この三年間に地表肉眼地質調査･地化学探査

･物理探査が面積約2.5L皿2の地区について行たわれ

主要有望部分に試錐4本を下ろした.1966年に国連開

発計画援助による事業が終了した後はタイ鉱産資源局

の卑金属鉱調査計画によって探査が続行され調査面積

は約4k皿2に拡大し試錐4弁がさらにおろされ1967

年作業は終了した.1969年沢田がラオスヘの途次現地

の調査基地を訪れた時は各試錐のコアが大きな倉庫に

格納され常駐員が配されていた･

以上記した様にPhuHinLeしFaiの諾鉱床は1963年

の発見以来集中的に調査され概略次のごとき作業が実

施されている:

��

��

��

PhuHinLekFai山稜を横断して地表肉眼地質調査･地

化学探査

二つの有望部分の地形･地質精図作成

二つの有望部分の地化学土壌調査�
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(4)PhuHinLekFai鉱床の磁気法･比抵抗法･電磁法･

誘導分極法などによる物理探査およびPhuHinLekFai

North有望地点の電磁法による概査

(5)PhuHinLekFai有望地点の溝ほり探鉱坑道掘進各1

例.ダイヤモンド試錐8丼の実施.試錐の深度は54.8

皿から245,7mの間で全試錐延長は948.1m.

PhuHinLekFaiは中央の山稜が広域にわたる地質

の走向に平行にほぼ南北に走る一山脈で長さ4km

幅2k皿最高点の海抜標高522m.このPhuHin

LekFai山脈中には二つの有望部分が調査されていて

それぞれPhuHinLekF泓i･PhuHinLekFaiNorth

とよばれている.後者は前者の北2k㎜にありその

北･東･南の限界は地化学探査によってはまだあまりよ

くわかっていたい.この2か所の他さらに少在くとも

4か所注目すべき地区が麗調査地区の東にある.

PhuHinLekFaiはKanchanaburiGroupの水成岩

･凝灰質岩中の背斜軸にそって存しその背斜輸の方向

は北25度西南東に向かって沈降する.おそらく三畳

紀のものと思われる石英斑岩･閃緑斑岩の送入体がある.

鉱化帯中の岩石は大部分激しいカオリン化作用･珪化作

用をうけており従ってその原岩を決定しがたい.

PhuHinLekFai鉱化帯は鉱体の地質･規模･鉱

化作用の起源の講状その他いずれの点よりするも前述

PhuThongDae㎎のものに酷似する.PhuHinLek

Fai鉱床は南北の走向をもち急斜する凝灰質岩類およ

び火山岩類よりなる累層中に散在する銅鉱床の一つと概

言することができ亜鉛も存しこれに伴い鉛と水鉛と

の痕跡がみられる.

鉱化作用の地表徴侯は磁鉄鉱の転石と焼けとであって

塊状の磁鉄鉱カミ空中磁気異常の国とたりその結果この

地区の発見にいたったわけであるが磁鉄鉱そのものは

地表の磁気探査の結果ではごく分布が限られている.

孔雀石は露出する閃緑斑岩申および焼けの申の空隙中

にみられる.

鍋の鉱化作用は熱水型のものでPhuThOngDaengに

おけるごとく2相を恋して生じているものの様である.

即ち第一のものは避入した閃緑斑岩に伴い散点する

もの第二のものは石英脈中のものである.一次性

･二次性および酸化の各帯の存在することは確認され

各帯中の諾鉱物はPhuThongDaengにみられるものと

同じである.確認された縦断面中の酸化帯の厚さは

11㎜から57皿に変化する､一断層線上66mの深度に

自然銅がみつかっている.

緒論としてはこの鉱体はその起源が斑岩の送

入に関係があリ鉱化作用の兆候は両種砥㎜2の地域に

わたりさらに東に延長している可能性がある.

鉱鐘については試錐が十分行なわれていないた

め鉱量･品位とも詳しいことは不明である.試錐の

最大深度は245.7m.PhuHinLekFai主鉱床にあっ

ては試錐の結果低風位の含銅凝灰:岩･斑岩の幅64.6

皿深部への平均延長!70m･以上のものがしられてい

る.電磁法および誘導分極法による物理探査の結果で

は走向方向の延長は550㎜以上になっている.確定･

推定鉱量の計算はこの部分にのみ限られ硫化鉱と酸

化鉱とは別々に計算されている.文献15によれば硫化

鉱は銅分1.0%の鉱石で492万トン鋼分にして49,200

トン酸化鉱は銅分O.7%の鉱石で168万トン銅分に

して11,800トンとされる.PhuHinLekFai･Phu

HinLekFaiNorth両鉱床の全予想鉱量は銅分0.7%

の鉱石で5,550万トン銅分にして388,500トンとたる.

以上にのべたLoei県の主要銅鉱床phuThongDaeng

･PhuHinLekFaiの鉱量を次表に示す:

表2PhuThongDaeng･PhuHinLekFai地区の鉱量

�鉱石畳�品位�含有銅量�

地区名�鉱量級･種�(滞｡｡トン)�(繁)�(雫讐)

一'■■■����

I�■�i�=�

PhuThong1�確定･推定�■�17,150�O.7

��㈰�〰�

Daeng予想�{�12,480=�O.71�87,360

一｣一､I.一一._.�一■■���

確定･推定･硫化鉱1�'■'■1u■■'■山一'■���

���

��楮��㈰����㈰〉

一LekFai確定･推定･酸化鉱1�1,680�0.71��

������

ヨ予想�!�55,500�iO.7�,
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酬羽P00咋肋㎜Pa趾ai鉱光地

本地区は延長ほぼ2.5た皿北半(PhuP00n)は大部

分酸化鉄の散点する変質した水成岩の転石と露頭たらび一

に焼けにおおわれるものの地化学異常はPhuP00nの

西縁にみられるのみである.しかしなカミら地質的には

PhuHinLekFai･PhuTho㎎Daeng両地区に類似す

る所から卑金属鉱化作用のみられる可能性があり従っ

てさらに調査の要がある.

肋泌亙an一眺㎜S棚g鉱光地

本鉱兆は花筒閃緑岩の一迷入体の接触部に平行し長さ

約1kmにわたる赤色土壌中の焼けの礫･転石の分布す

る一地区である.地化学土壌調査の結果では焼けに

伴う鋼の異常慎の二地区がみつかっている･電磁溝の�
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物理探査では思わしい結果カミえられていないが誘導分

極法による探査を行肢って地下の鉱化状況の探知を試

みるようにとの勧告がある(文献9).

酬双盟h80腕eπ未詳鉱床

Loei県phuKraDung郡のPhuKhaoDoen山南

西に当り石英中に二次成銅鉱物のあることがしられて

いる.本鉱兆は三畳紀の花開閃緑岩と斑岩との送入を

うけた二畳紀石灰岩の地区にあり最近に至りタイ鉱産

資源局の手で調査中であった.

ム｡ei県以外のタイの銅鉱床

以下のべるところは1960年一63年の間にフランス技術

援助協力団の援助の下に実施された銅探査計画の結果を

まとめたものである(文献4･13).調査は約70個所に

ついて行なわれたがさらに精査を実施すべきものとし

てはわずかに次の二地区あるのみである.すたわち:

･最も重要視すべきものはChanTu良のもので有望

なものまたは鉱兆が10ある.バンコク北東約180km

にありNaしhonRatchasi皿a県pakChong郡に位置

する.

･第二のものはNamPhat-FakThaのものでUttaradit

県Nam1Phat･F放Tha両郡の深い渓谷底に露出する

砂岩中の無数の二次成銅鉱兆群で長さ120k㎜に及

ぶ一帯である.

b)Loe重県以外の北東タイ

i)C腕胴伽kの諸未詳鉱床

本域にはおもた未詳鉱床あるいは鉱兆が3つあり

ChanTuk･BoHinRiang･KhanongPhraがこれであ

る.

Cha㎜亙㎜k未詳鉱床はナコンラチヤシマ県NongChan

郡にあり国有鉄道バンコクｰナコンラチャシマ(コラｰ

トともいう)線のChanTuk停車場の南約6kmに位置

する.黄銅鉱･孔雀石･藍銅鉱だとの銅鉱物が閃緑岩

質または霞石閃長岩質避入体を切る石英脈中に存する.

少量の輝水鉛鉱をみる.

跳醐酌醐a蝿は上記ChanTuと未詳鉱床の南約11km

にありここでも石英脈一つが露出し走向ほぼ南北で

孔雀石若干を含む.

醐8苅｡巫g醐蝸未詳鉱床はChanTukの南西にあり

PakChOngの町の南約15良mに位置する.ここでも

銅の鉱化作用は花商岩質遊人体をよこぎる石英脈一つに

限られる.銅鉱物としては輝銅鉱･孔雀石･藍銅鉱

がありこの石英脈の片側にそう角閃石にとむ盤肌ねば

(se1vage)中に黄銅鉱若干を伴う.脈は走向方向の両

側に向かって細くだり消失する.

ChanTuk地域についてはそれぞれの未詳鉱床につ

いての精査は行なわれているが地化学探査のような方

法を試みることができたかったため全地域についての

精査は行なわれていたい.ChanTuk未詳鉱床自体は

十分調査されているがBoHinRiang･Khanong

Phra両鉱床はそれ程ではたい.1963年には自然分極法

(自然電位法)による物理探査がChanTuk･BoHin

Riang･Khan㎝gPhra三鉱床地区にわたって行なわれ

試錐8弁をおろして鉱化構造を探査した.引つづき

1964年には比抵抗法により(文献13)ChanTuk･Bo

HinRiang両未詳鉱床を探査した.

その結果三地区とも経済的にはみこみたしとされす

汰わちChanTukは銅分2%の鉱石26,000m37万ト

ン推定含有銅量わずかに1,400トンの埋蔵量しか肢く

BoHinRiang･KhanongPhra両地区に至ってはさら

に小さなものとされている.

現在観察されるこれら三未詳鉱床の鉱兆はかならず

しも地下の銅鉱化作用の最富化帯と一致したいであろう

からこれら鉱兆をふくむ全域にわたって地化学探査を

実施するようにとの勧告がある(文献4).

量亘)眺他h沁泌巫銅鉱光地群

Petchabm県の銅鉱兆はPetchabmの町の南約gkm

HuaiPhi川にそうものと同町の東約6を血のPhaDaeng

地区にあるものとの二つである.銅鉱物は輝鋼鉱･赤

銅鉱･孔雀石および藍銅鉱で主として石英脈中にあり

大部分三畳紀の安山岩一斑岩類に関係あるものの様であ

る.みられる限りでは鉱化状況は散漫でごく低品

位である.風化および溶解によって節理や破砕帯にそ

って二次的鉱物の運搬･沈積がみられる.調査した鉱

兆15のうち鉱脈で経済的価値のあるものは局部的にも

みられ次かった.

2)北タイの銅鉱床

a)U批a胴搬t県;N函㎜酬眺一脳kTha銅未詳鉱床群

本未詳鉱床離はFakTha･NamPhat(BanSieo)両

郡にある.何れも二次的放念鍋溶液からコラｰト続の

三畳紀一ジュラ紀砂岩中に局部的に沈積してできたもの

である.地質踏査の結果ではこの地帯は隣接するラ

オス領内に北および東に向かってのびる一地方に属する,�
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銅の鉱兆は通常コラｰト続の基底砂岩に伴って存しこ

れら砂岩は多くの場合餅盤状の斑岩をおおっている.

NamPhat郡については若干詳しく調べられており

この地帯の銅鉱兆の典型的なものと考えられている.

銅鉱兆カミ多数みられる地区は2たm2にわたり低品位の

鉱化作用(鍋分O.6-!.0%)はかたり広い模様で一部

運ばれて圧砕帯や節理中に再沈積している.

Uttaradit県のNamPhat-Fa止Tha地方のこれら未

詳鉱床はタイにおいて最も広範にわたる銅鉱兆の一つ

で調査の結果は次の通りである:

�

㈩

㌩

�

これら銅の未詳鉱床は通常コラｰト続の基底部に伴ってみ

られる.

その下にあるのは所々で斑岩とたっている.

コラｰト続の下部層の構造は複雑である.

所々で鉱化作用は低品位だがら稼行可能の鉱石をなすこと

がある.

文献4では勧告としてこれら未詳鉱床のさらに詳し

い調査をUtta･adit･N･n両県東部とこれに隣接するラ

オスのサヤブリ県とをおおうコラｰト統のさらに広域に

わたる調査にこめて行たうべきでこれとともに然る

べき地帯については地化学探査をも併用すべきことと

している.

b)砒施蝸欄t県臨n肋皿g亙1泄a未詳鉱床

当未詳鉱床は本県にあってその石英脈との関係が明

らかでまたおそらく下にある斑岩流と関係あると思わ

れる唯一のものである.母岩はコラｰト続の泥質砂岩

で銅藍をふくむ鉱脈は露天掘で35㎜の間追跡できたカミ

それ以上経済的な価値ありや否やは不明である.

6)Ph醐e県脇皿Oha皿ai(伽血圧ha腋｡k)未詳鉱床

率鉱床は粘板岩中の小さた二次成の含鋼レンズｰ体で

ある様にみえる.1939-45年の間には最高銅分8%

におよぶ鉱石約10トンが採掘されたが今日では経済的

価値なしとされている.

忍)N棚県Sa郡

本鉱床についてはフランス調査隊の調査はあまり行な

われていたい.特徴としては斑岩の露頭灘があり石

英脈や圧砕帯を伴いコラｰト統から新囲層(In1ier,内

座層)として現われている.銅鉱化作用の範囲は未詳

である.

彊㎜e亘馳w凧g銅未詳鉱床

HueiPhungにあっては石英の欠きた転石か沖積層

や残積層と混在する.若手の転石には銅の鉱化作用が

みられ塊状の銅藍カミ孔雀石や藍銅鉱を伴う.溝をい

くつもほってみたカミ鉱脈のはっきりした位置は確認さ

れていない.本鉱床については組織的肢地化学探査

をさらに実施の要がある.

e)Tak県未詳鉱床

WangChaoの銅未詳鉱床も斑岩に関係がある.圧

砕された斑岩や淡灰色粘板岩の孔雀石を伴うものの露

頭にそって調査が行たわれたけれども連続性のある

鉱化作用はみつかっていたい.本件は経済的価値あり

とは思われずかつ他の何れの銅鉱化作用兆候地からも

離れている.

f)L與㎜ρ棚g県N醐｡郡

当郡の鉱兆はいずれも経済的価値たく下部コラｰト

統のある層準にみられる藍銅鉱･孔雀石の斑点若干にす

ぎたい.

g)チェンマイ県OmK④y郡0mKoy鉱光地

本鉱兆はHueiKhongSangの右岸に約30m2にわた

る一地区に露出する含銅黄鉄鉱よりなる.みられる鉱

体は深部へののびがたく調査地区内には他には同様

の鉱体がみられなかった.O伽Koy銅鉱兆については

地化学探査･物理探査も行淀われた.その結果以前

の露天掘のあとがいくつかみつかったか銅の鉱化作用

については何ら価値あるものは発見されなかった･

h)Chi乱ngRa重県Chia皿9Khong郡肋n珊皿ng

Kha㎜未詳鉱床

本件はかってかなり広範囲にわたり稼行され234も

の地表の穴や稼行跡がみつかっている.母岩は安山岩

で鉱化作用としては石英脈中の小さな散在した集合体

として塊状の輝銅鉱と銅藍とがみられる.二次成の孔

雀石･藍銅鉱若干カミ安山岩中の節理のたかに再沈積し

ている.組織的に系統だった試料採取が行なわれたカミ

分析結果では銅含有量はきわめて低い.恋ぜ昔広範

囲にわたって稼行したかは不思議とされる所だカミ当時

掘った連中は銅の他に数k㎜北のBanSaiで風化

した火山岩の残留鉱床からかつて稼行されていたいわ

ゆる黒サファイヤという半貴石をも探していたのではな

いかとみることもできる.

臨困臨珊g肋t(眺iC血a㎜肋亘)鉱光地

本鉱光地は上記BanThungKha皿未詳鉱床の南1k皿

にあP鉱化した石英の転石よりなる.現地には音の�
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竪坑･斜坑がいくつかあると報晋られ現在みられる銅

の鉱化作用は美しく結晶した銅藍の形をたす.

5)中央タイの銅鉱床

童)Lop逓蛆i銅未詳鉱床一X如｡kKh排油㎜

LOPhuri県の銅未詳鉱床は接触交代型のもので石灰

岩中に斑岩状微花筒岩または微閃緑岩カ瀧入して生じた

接触変成帯中にできており広域にわたる流紋岩一安山

岩の熔岩が伴ってみられる.接触帯内では孔雀石と

藍銅鉱とが含柘榴石スカルンと結晶質石灰岩との大き

肢帯状部の中にみられる.

この銅未詳鉱床は欠きたものではたい様であり従っ

て今のところ経済的価値ありとは思われたい.

4)南東タイの銅鉱床

j)Ch8曲叩凧g胴｡県醐邑蛆｡㎜Sa蝸蛆&㎜郡

PhanomSarakha㎜未詳鉱床は賂北緯13度44分東経

101度19分にあり銅を含む岩石は低品位の含黄鉄鉱雲

母片岩で品位は鋼分最高約3房に達するものの全体

としては約1%程度である.薄層が3層あり局部的

に孔雀石･藍銅鉱･赤銅鉱･黄銅鉱･自然鋼などの銅鉱

物にとむ.鉱床の長さは約10皿程で傾斜にそい深部

に向かって尖滅する.経済的価値はたい.

k)チャンダブリ祭NomSao島

この島の北部にある灰色砂岩の二つの露出には黄色お

よび褐色の錆のある接触変成帯中に白色ないし暗青一

紫色の虹量がみられる.分析結果では亜鉛の珪酸塩

である異極鉱が主要鉱物であって銅分が約1%含まれ

ている.亜鉛および銅を目的として地化学探査を実

施する様勧告がなされている(文献4).

4)ベトナム

北ベトナムに若干の銅鉱床がしられてい'る蒐のの大鉱

床の発見はたい.南ベトナムでは9uangTin県Duc

B0について若干しられるのみである.

腕6跳銅一亜鉛鉱床

DucBaはまたDucPhuともよばれDaNangの南

80km北緯15度25分東経108度30分に位置する.

DaNang-9uiNhon公道の幹線が本鉱床から砥mの地

点を通過する.この地方の地質はプレカンブリアンと

思われている片麻岩一片岩複合岩体からなる.

金属鉱化作用は珪岩や片岩を切る網状の石英脈中に

みられ麗稼行帯中にあっては銅藍･斑銅鉱･閃亜鉛鉱

および含鋼黄鉄鉱からなり若干の輝鋼鉱や自然銅を伴

う.また痕跡程度の鉛･アンチモニｰ･砒素もみられる｡

本鉱床は何世紀にもわたって知られ銅は19世紀後期

にフランスが当地方を植民地とする前に生産されていた

ことは当時の廃石鉱津およびシナ式の炉の残骸によ

ってしられる.鉱山は1893年フランス人の再開する所

と放り主として亜鉛を目的とし亜鉛硫化物数千トン

と銅若干が1914年以前に生産された.以後廃棄されて

顧みるものもたかったが近年にいたりベトナム天然資

源局により若干探鉱が行なわている.

古い鉱石かすてられている所から本鉱床はたお地下

に埋蔵する所ありと思われる.ズリ山中にみられるも

のの中には輝銅鉱･銅藍･自然銅がある.かつての

稼行状況やその廃坑に至った理由については知られる

ところカミきわめて少たい.文献7は本件について試錐

による埋蔵量評価を勧めており鉱山評価は事情好転次

第これを実施しようと当局も考えている.

文献23によれば北ベトナム(東京地方)には比較的多

数の銅鉱床の露頭が散在し特に黒河沿いの山岳地方お

よび紅河流域に注目される.この地方の銅鉱床は鉱脈

の形をとる事が多く銅鉱石としては黄銅鉱･藍銅鉱が

みられる.その内比較的有望視されたVanSai鉱

床について文献22から次に引用する:

1942年調査当時VanSaiはハノイｰバンタバイ間

235友mを自動車でさらにバンダバイｰVanSai間25

たm一は標高!,000m内外の山地で徒歩で2日間を要し

ハノイからは3目聞を要した.本銅鉱床は1908年より

約4か年間Maia銅山とよばれて採掘され調査時の

1942年にはフランス人が所有していた.付近の地質は

三畳紀に属する石灰岩及び結晶片岩からなり塩基性火

成岩特に輝石及び輝緑岩等の送入が多くみられ鉱床付

近一帯は特にその発達が著しい.その迷入時期は三畳

紀末と推定される.

本鉱床は緑泥片岩の圧砕帯にきわめて小規模に胚胎し

た銅鉱のレンズ状鉱脈と思われる.銅鉱石は孔雀石壁

主とし銅の硫化物及び酸化物はみつからぬ所からお

そらく炭酸銅の形で鉱液が浸染沈澱したものと思われ

る.鉱床の状態はきわめて貧弱で過去わずかに400

トンを採掘しただけで既に残鉱なくたとえ黒河水面以

下を探鉱しても全くその効果は期待できたい.

結論として本鉱床はフランス側資料のいう所とやや畏

友り銅鉱床としてほとんどとるに足らたいものと認め

られた.

文献23によればこの他紅河流域のBienDangに数

か所の銅鉱床が発見されておりまた紅河の支流Ngoi�
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Hut河畔にL･ngNohon鉱床があり孔雀石及び藍銅

鉱が結晶質石灰岩と火成岩との接触部にみられる.そ

の他トンキン地方には銅鉱床の存在のみが知られ詳細

未詳の個所が多い.

結論および所見

メコン河下流々域内およびその周辺の銅鉱兆申には調

査･開発のみこみあるものもある.北東タイのLOei鉱

床灘の調査はかたり進捗している.旧坑の中にあって

はラオスのMuongHaiとベトナムのDucBoとの

ものは将来再開発のみこみがある.その他銅の鉱床

･鉱兆はたくさんあるが何れもその経済的価値を公女

する前にさらに調査の要がある.

カンボジア

本城の四か国中既知銅鉱兆の数は最も少たい.多少

有望なものも全く知られずRovieng郡のPhnomKe･

'Rattana長i｢iのBanChai両地区の銅の鉱化作用の範

囲を調べるため雨域について地化学予査を行なう要カミ

ある.

ラオス

南部のBanSoukhou蛆a北部のMuongHai･Phu

SanおよびBanNa㎜Thongの四域についてさらに探

査を行なう要がある.何れもまず第一段階として組織

的な地質図の作成と土壌または河川堆積物についての

地化学探査を行なう要カミありこれにつづいて物理探査

･穴ほり･試錐などをしかるべき位置に実施の要カミある一

MuongHaiとphuSanの雨域の諸鉱床にあっては

その鉱化状況を旧坑を再開して調査しうるものがあろう.

タイ

Loe鞠鉱床の将来の開発についてはタイ政府が考慮中

である.その他のものについては特にNa良honRa-

tchasi㎜a県のChanTukとUtta工adit県のNam-Phat-

F砥Th･の諾鉱床は広域地質図の作成と同時に地化学

探査を行なってさらに予察調査をすすめる要がある.

ベトナム

DucBo鉱床の再調査を行ないできれば鋼･軍船の

旧坑を再開しようという計画がベトナム政府側にある.

この調査には同鉱山の周辺数㎞にわたる地域の地質図

作成と地化学探査とを含むことになろう.

(筆者は元所員現バンコクECAFE事務局)
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